
部態でも,手掛り刺取の班77,･や選択反応の遅延のさいに

対応して変化するニ 1-I,ソが同一部位から見山された

(Fuster良Alexander,1971)0
このような的珊帆野門外側部が関与する叩億における

ユ1-Pソ括動と':1':)LD]性の迅動発現の伽持をより詐細に
吟味するために.サル (MacaEamuEatLa,Macacacy･

LopLs)に'4m的手掛り刺故にたいする遅延反応の訓練な

行ない.そのさいの前頭前野背外側部のニューT,ソ活動

を測定し,サルの行動と対応させて分析を行なう実験を

計画した.

サルはチェアに固定され,正面のパネルに手掛り刺激

提示のために2コの白色のラソブを左右6cmの間隔で

並べ.そのそれぞれ下JJ-8cmのところに反応用のテコ

を配位した｡まずこのラソブのいずれか(ラソダム系列)

が5秒間点灯し.次いで3-20秒間の遅延のあと左右の

ラソブが同時に点灯し,"reinforcementavailable"とな

る｡

このときサルが遅延前に点灯したラソブと同側のテコ

を押せば正反応でIi7--ス(0.3cc)が与えられた｡釈行

間隔は5秒としたO誤反応の場合はパネル中央の赤色の

"uW'ラソ7'が点灯し,その間試行の遊行は停止した｡

サルはreinforcementavailable時以外は手もとの "hold

kcy''を常に押し下げていなければならない (折1回)｡
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第1図 用いた強化スケジ>-ル

訓若刺まコソビ1-メ(DEC,PDP-12)を用いて行なわ

れ.holdkeyの監視, ラソブの点滅,テコ押し反応の

御 ..fの測定とその正駅の判定,E}ユースを与えるための

I.ti磁升のmm,反応の記以などは FOCAL-12に上って

門かれたプログラムによって制御された｡

訓練が規料こ迅すると.ll;lm帆肝門外側部に金属封の
円mな也め込み.可mbクソクステソ花梅 (約2Il)によっ

て主粥i(principalsulcus)I.lJ辺のユユーロソ括動をオペ

アソブ(自作)へ叩き,シソクロスコープ(tl･J二光花,VC-

7)でモニターし,データレコーダ(Philips,ANALOG

-7,7-CH)に強化スケジュール,サルのテコ押し反応,

上腕三頚筋の屯位活動などと対応させて紀以した｡遅延

反応時に活動原皮が高くなってくるこ1-Pソと.迫に

活動が低下するニューt]ソがいくつか見出されたが,午

後の枚討のためにはさらに祁例数を多くする必要がある

と思われる｡

切断脳 と行動l)

木曽 良治 (京大 ･文)

大脳丙半球問の相互作用が,サルの反応決定に働く枚

帽を明らかにするために,隅緊･前交連･視交叉が切断

されたo反応決定の突放的切両として,光り刺故に対す

るレ,:一押し反応の反応時間の811j定が選ばれた｡光り刺

故は佃光フィルターにより左右いずれか一方の限のみに

与えられ,サルの同月加工国定されていずれか-1)'の手で

反応することが親御された｡"用意"のシグナル."反応''

のシグナル,"フィード･′ミック''のシグナルを分離して

与えることにより,反応時間の決定に働く各々の現先tl't

報の役割と,それらが与えられる眼と反応する手との的

係,すなわち同側あるいは対側であることが,宍放変数

として操作されたo

アカゲザル6匹 (切断脳3匹,視交叉のみ切断2匹,

正珊1匹)に,"用忠"ぉよび"反応"のシグナルに左右

いずれの手でも安定した反応を示す段階まで訓練が与え

られたのち,各実験変数が導入された｡切断手術の方法

の確立がおくれたために,宍険は現在まだ進行中である｡

設定課題 6.霊長類の生殖に関する基礎的研究

正常月経周期および妊娠時のホルモン動

態- ニホンザルの胎盤琵白ホルモン2)

7;i永 肋朗 (京大 ･医)

はじめに

ヒト胎盤は現在のところ2mの式日ホルモソ,すなわ

ちHumanChorionicGonadotropin(HCG)およびrluman

PlacentalLactogen(HPL),または HumanCl10rionic

Somatomammotropin(IiCS)を吐成分夢路することが認め

られているが,サルの肋空馴こついても同様な式日ホルモ

ソ産出の可憶性が考えられている｡サルの均分.ll;L話を

1)久保田琉･宝伏杓子 (いずれも罰火･盟r<研)との
共同研究｡
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2)大f71的(-)i(大･泣F{研)･余WEl郁夫 ･麻吐武志 ･
木桶耳･評地秀捌･杉並汀 (いずJLも訳大･医)と
の共同研究｡


